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1. 評価結果（公表内容）

◇第三者評価結果報告書

　・第三者評価機関名
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①第三者評価機関名

②施設・事業所情報

名称：

代表者氏名： 154  (151 ) 名

所在地：

TEL：

　職員数 常勤職員： 23 名 15 名

　専門職員 保育士 30 名 2 名

看護師 1 名 1 名

事務員 1 名 3 名

　施設・設備
　の概要

居室数 設備等

③理念・基本方針

栄養士

調理員

非常勤職員：

保育室4室、調理室、
事務室、育児相談室、
地域交流室、一時保育室

「にんげん力」を身に付けるために必要な遊び・野外体験を提案実践し”自分で考え、行動する思
考”を育みます。
10よりも100の経験を与え、子どもが”したいと思う活動”を安全に行えるように見守り、支援し
てゆきます。
”感じたこと・考えたこと”を言葉でジェスチャーで、表情で、描いて、造って、表現できる子ども
を育成します。
「0を1にかえる力」を日本中の子ども達につけ、物事を投げ出さずに向き合う若者が社会を支える
世の中を創ります。

種別：

　経営法人・設置主体（法人名等）：

　開設年月日

ホームページ：

230-0077

https://www.doronko.jp/facili
ties/doronko-higashiterao/

施設長 宮入　講一

神奈川県横浜市鶴見区東寺尾1-35-5

社会福祉法人どろんこ会

2016年4月1日

045-642-8640

定員（利用人数）：

第三者評価結果報告書

株式会社　学研データサービス

園庭、エレベーター、
駐車場、沐浴室、畑

保育補助

【施設・事業所の概要】

東寺尾どろんこ保育園 認可保育園
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④施設・事業所の特徴的な取組

⑤第三者評価の受審状況

1 回 （ 2019 年度）

⑥総評

◇特長や今後期待される点

◆保育の質の向上に向けて、共通認識を持ちチームワークを高めています
　職員は、各クラスでの話し合いを通じて日々の保育を振り返り、子ども一人ひとりの様子を共有して指導計
画の評価を行っています。また、職員個々の自己評価に取り組み、「コンピテンシー自己採点」で自己チェッ
クを毎月行うとともに、各職員が設定した年間目標をもとに自己評価を行っています。その上で年2回施設長と
面談し、目標達成状況を確認します。年度末になると園全体の自己評価を作成し、保育実践の振り返りや職員
の自己評価結果を反映させています。自己評価結果から把握した課題点は、次の指導計画に生かしています。
保育の質の向上に向けて全職員で共通認識を持ち、チームワークを向上させながら、保育実践に取り組んでい
ます。

　東寺尾どろんこ保育園は定員154名の認可保育所です。どろんこ会グループの中でも最大規模とも
いえる当園は、広大な園庭や畑のほか、周囲には自然豊かな環境が広がっています。子どもたちは戸
外活動をのびのびと楽しみ、子育て目標「センス・オブ・ワンダー」を体験しています。
　どろんこ会グループ共通の保育理念「にんげん力。育てます。」のもと、異年齢保育や障がいのあ
る子どもも共に過ごすインクルーシブ生活を実践し、すべての子どもが頼りあい、ぶつかりあい、手
を差し伸べあって過ごすことを大切にしています。地域交流では、地域の商店などを毎週訪問する
「商店街ツアー」、公園で地域の親子と交流する「青空保育」、3～5歳児が銭湯へ行く「銭湯でお
風呂の日」のほか、「自然食堂」や「どろんこ祭り」など、地域と交流できる機会が多くあります。
　食育は年間を通して行い、大根やほうれん草、なすなどの野菜を畑で栽培し、みんなで育てた野菜
を食べるなど、食べることの喜びや意欲を育んでいます。また、「縁側給食」や自分たちで盛り付け
る経験をし、異年齢とも関わりながら食事を楽しんでいます。3～5歳児になると「就学前教育」を
導入し、読み書き、計算、体操、音楽などの活動を就学に向けて取り入れています。
　子どもたちは、どろんこ会グループならではの様々な取り組みを日々経験し、周囲と協力しながら
自分で考え行動していけるように職員は支援しています。

　事業計画にもとづき、充実した園内外の教育・研修を実施しています。新任職員対象の「現場OJT研修」や
「保育品質マニュアル研修」のほか、職員は「コンピテンシー研修」や「子育ての質を上げる会議」に参加し
共通認識を図り、保育の課題把握に努めています。また、どろんこ会グループが運営する研修プログラムで
は、幅広いテーマで動画による研修が行われ、得た知識は園会議で全職員に共有しています。主任や施設長
も、毎月「主任会議」や「施設長会議」に参加し、保育の課題を把握しています。施設長は、職員の研修参加
状況の確認やシフト調整を行うなど、職員が様々な研修に参加できるよう配慮し、園全体のレベルアップに努
めています。

◆園全体のレベルアップを図り、各種研修など人材育成に努めています

（契約日）～

2024年3月6日 （評価結果確定日）

　評価実施期間 2023年6月14日

　受審回数（前回の受審時期）
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⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

⑧第三者評価結果

　　別紙２のとおり

　園の規模の大きさから日々に追われ、特に幼児クラスの養護面や伝達面の向上は、引き続きの課題
であると考えています。運営面での評価は、法人と作り上げた「保育品質マニュアル」「運営マニュ
アル」が評価ポイントとして大きく感じました。
　引き続き、事業計画で示している通り、マニュアル遵守を遂行していきます。第三者評価を通して
課題が改めて明確になりましたが、同時に成果・園のストロングポイントにも気づくことができたと
考えています。
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東寺尾どろんこ保育園

第三者評価結果表【共通評価】（保育所版）

共通評価基準（45項目）

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ-１　理念・基本方針

Ⅰ-１-(１) 理念、基本方針が確立・周知されている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
1 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

理念や基本方針は、会議や研修会での説明、会議での協議等をもって、職員への周知が図られ
ている。

　どろんこ会グループの子育て理念は「にんげん力。育てます。」、子育て目標(基本方針)は、「センス・
オブ・ワンダー」「人対人コミュニケーション」となっています。施設長が、2月、3月に開催される策定
会議や3月のキックオフミーティングにおいて、全職員に理念、基本方針を説明します。動画配信などを使
いながら、全職員が、秋のどろんこ会グループの「全体研修」で、理事長からグループの理念や基本方針の
説明を受けます。保護者に配付される「入園のしおり」は、園の理念や基本方針を、写真などを使いながら
わかりやすく説明しています。年2回の保護者懇談会でも保育内容の説明資料を通じて説明しています。

Ⅰ-１-（１）-①
　理念、基本方針が明文化され周知が図られている。

理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記載
されている。

理念は、法人、保育所が実施する保育の内容や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す方
向、考え方を読み取ることができる。

理念や基本方針は、わかりやすく説明した資料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等への
周知が図られている。

理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的な取組を行っている。

理念や基本方針を保護者会等で資料をもとに説明している。

基本方針は、法人の理念との整合性が確保されているとともに、職員の行動規範となるよう具
体的な内容となっている。
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Ⅰ-２　経営状況の把握

Ⅰ-２-(１) 経営環境の変化等に適切に対応している。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
2 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
3 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

　社会福祉事業全体の動向は、月2回、どろんこ会グループの広報部が配信する職員向けの情報サイトよ
り、職員に提供されています。動向分析は運営本部が行い、施設長会議などで情報共有されています。横浜
市からは、メールなどにより地域の各種福祉計画の情報が提供されます。鶴見区とは、周辺の園の開設状況
や今後力を入れたいサービスなどの情報交換を行っており、その情報を運営本部と共有しながら課題分析を
行っています。運営本部が、定期的に保育のコストや園の利用者の推移、利用率などの分析を行っており、
園と情報共有しています。

社会福祉事業全体の動向について、具体的に把握し分析している。

経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分析
にもとづき、具体的な課題や問題点を明らかにしている。

経営状況や改善すべき課題について、役員（理事・監事等）間での共有がなされている。

経営状況や改善すべき課題について、職員に周知している。

経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組が進められている。

地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把握し分析している。

子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを
収集するなど、法人（保育所）が位置する地域での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分
析している。

定期的に保育のコスト分析や保育所利用者の推移、利用率等の分析を行っている。

Ⅰ-２-（１）-①
　事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている。

Ⅰ-２-（１）-②
　経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている。

　どろんこ会グループにおいて、経営環境、組織体制、人材育成などの現状分析を行い、具体的な経営課題
や問題点を明確にしています。どろんこ会グループは定期的に役員会議(月1回)、経営会議(週1回)を開催
し、経営課題と経営状況の確認、分析を行っています。全職員が動画視聴などで参加する「全体研修」にお
いて、理事長より、グループの経営状況や改善すべき課題について職員に周知がなされています。運営本部
が策定した「運営本部Mission」という形で、施設運営方針が示され、グループ各園の事業計画という形で
具体的な取り組みが進められています。
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Ⅰ-３　事業計画の策定

Ⅰ-３-(１) 中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
4 b b

○ ○

○ ○

○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
5 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・改善に向けた具体的な内容になっている。

　どろんこ会グループの中・長期計画は、収支計画も含めグループ本部で作成しています。運営本部が策定
した具体的な施設運営方針が示されている「運営本部Mission」を受けて、施設長が、園の中・長期計画を
策定しています。2023年度の園の目指す姿は、「子ども中心の保育園。子どもたち同士で話しあい、保育
者と相談しながらその対話力を園外にも広げる。」となっています。毎年更新される事業計画において、必
要に応じて中・長期計画の見直しを行っています。園の3か年計画は作成されていますが、評価がしやすい
ように、今後は、数値目標や具体的な成果をより明確にされることを期待します。

中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等を設定することなどにより、実施状況の評価を行
える内容となっている。

中・長期計画は必要に応じて見直しを行っている。

単年度の計画には、中・長期計画の内容を反映した単年度における事業内容が具体的に示され
ている。

Ⅰ-３-（１）-①
　中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。

Ⅰ-３-（１）-②
　中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。

　園の単年度の事業計画には、中・長期計画や、前年度の基本方針などの進捗状況や反省を踏まえ、年度の
テーマ、目指すべき姿が明記されています。さらに、保育内容の充実・質の向上、保護者への支援、地域の
子育て支援、危機管理、実習生の受け入れ、スタッフ育成と研修計画なども記載された総合的なものとなっ
ています。基本方針、各種運営方針は、「計画・ねらい」「実践予定内容」という構成となっており、具体
的で成果が明確になっています。また、会議、研修なども具体的な数値目標を設定し、後日、実施状況の評
価がしやすいものとなっています。

単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内容となっている。

単年度の事業計画は、単なる「行事計画」になっていない。

単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成果等を設定することなどにより、実施状況の評価
を行える内容となっている。

中・長期計画において、理念や基本方針の実現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。
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Ⅰ-３-(２) 事業計画が適切に策定されている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
6 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
7 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

事業計画が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづいて評価されている。

評価の結果にもとづいて事業計画の見直しを行っている。

事業計画が、職員に周知（会議や研修会における説明等が）されており、理解を促すための取
組を行っている。

事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配布、掲示、説明等）されている。

　毎年、園の事業計画は、どろんこ会グループのホームページで公開されており、誰でも見ることができま
す。入園時に配付される「入園のしおり」は、写真や図表を使い、保育内容がわかりやすく説明されていま
す。事業計画の主な内容は、保護者に入園前説明会や入園面談で説明しており、年2回行う保護者懇談会に
おいても周知、説明をしています。保護者懇談会においては、スライドを使用し、日頃の園内での活動をわ
かりやすく説明しています。保護者には、4月に連絡用アプリで年間行事計画を配信するとともに、毎月の
「園だより」で行事案内を行い、行事への保護者などの参加を促しています。

事業計画の主な内容を保護者会等で説明している。

事業計画の主な内容を分かりやすく説明した資料を作成するなどの方法によって、保護者等が
より理解しやすいような工夫を行っている。

事業計画については、保護者等の参加を促す観点から周知、説明の工夫を行っている。

Ⅰ-３-（２）-①
　事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解し
ている。

Ⅰ-３-（２）-②
　事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している。

　次年度の事業計画は、2月、3月の年間策定会議で、園の職員全員でまとめます。2月は施設長が次年度
の方針を示し、3月に具体的な活動計画を立てます。会議において、今年度の事業報告をもとに、職員間
で、どのように次年度の保育・教育の充実を図っていくか、園目標をどのように達成していくかなどを話し
合っています。2月に行われる年間策定会議において、事業計画は、職員に周知され、毎月の園会議や昼礼
などで進捗を確認しています。内部監査室が行う内部監査で、事業計画の進捗状況確認、評価が行われてい
ます。

事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反映のもとで策定されている。

計画期間中において、事業計画の実施状況が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづいて
把握されている。
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Ⅰ-４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

Ⅰ-４-(１) 質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
8 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
9 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

評価結果を分析・検討する場が、組織として位置づけられ実行されている。

　どろんこ会グループは、PDCAサイクルに基づく、保育の質の向上に向けた取り組みを行っており、全
職員に配付している「保育品質マニュアル」に具体的な記載がなされています。各職員は、目標管理シート
を活用し、目標設定を行い、中間面談、最終面談で実施状況の確認を行います。どろんこ会グループで開催
する毎月の「子育ての質を上げる会議」に園の担当者が参加し、園の保育に反映させています。毎年、園の
自己評価として、事業報告書を作成し、園、どろんこ会グループで評価・検討がなされています。第三者で
あるISO9001の認証機関による定期的な審査や第三者評価(2回目)を受審しています。

組織的にＰＤＣＡサイクルにもとづく保育の質の向上に関する取組を実施している。

　毎年、園の自己評価として、事業報告書を作成しています。2月の年間策定会議において、職員間で課題
の共有化が図られます。また、3月の年間策定会議では、職員が課題を考慮しながら、次年度の具体的な活
動計画を立てて、事業計画を作成します。事業計画の進捗状況は、10月の職員の中間面接で振り返りを行
い、後期につなげています。毎年、内部監査室による内部監査を行っており、評価結果は、その場で課題と
してリスト化されます。リストにもとづき、園で是正計画を立て実行します。後日、運営本部が、リストに
もとづき是正されるまで繰り返し確認を行っています。

Ⅰ-４-（１）-②
　評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実
施している。

保育の内容について組織的に評価（C：Check）を行う体制が整備されている。

定められた評価基準にもとづいて、年に１回以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を定
期的に受審している。

評価結果を分析した結果やそれにもとづく課題が文書化されている。

職員間で課題の共有化が図られている。

評価結果から明確になった課題について、職員の参画のもとで改善策や改善計画を策定する仕
組みがある。

評価結果にもとづく改善の取組を計画的に行っている。

改善策や改善の実施状況の評価を実施するとともに、必要に応じて改善計画の見直しを行って
いる。

Ⅰ-４-（１）-①
　保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。
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Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ-１　管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ-１-(１) 管理者の責任が明確にされている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
10 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
11 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

施設長は、自らの保育所の経営・管理に関する方針と取組を明確にしている。

施設長は、自らの役割と責任について、保育所内の広報誌等に掲載し表明している。

施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌等について、文書化するとともに、会議や研修に
おいて表明し周知が図られている。

平常時のみならず、有事（災害、事故等）における施設長の役割と責任について、不在時の権
限委任等を含め明確化されている。

施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解しており、利害関係者（取引事業者、行政関係者
等）との適正な関係を保持している。

　施設長は、遵守すべき法令などを十分理解しており、利害関係者との良好な関係を築いています。どろん
こ会グループが運営する研修プログラムを受講し、法令遵守の知識を習得しており、労働環境への配慮に努
めています。得られた知識を、園会議などで職員に周知しています。運営本部からも、職員に対し、社内イ
ントラネットを通じて、遵守すべき法令などの情報がタイムリーに提供されています。年2回、全職員がど
ろんこ会グループの「児童・保護者の人権に関するチェックリスト」を用いて、児童・保護者の人権保護の
ための自己採点を行うほか、3月のキックオフミーティングでも理解の確認をしています。

施設長は、法令遵守の観点での経営に関する研修や勉強会に参加している。

施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野について遵守すべき法令等を把握し、取組を行っ
ている。

施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を周知し、また遵守するための具体的な取組を行っ
ている。

　施設長は、2月の年間策定会議において、園の経営・管理に関する方針と取り組みを明確にし、事業計画
に反映させています。施設長の職務分掌などは、どろんこ会グループの「保育園運営規程」に明記されてい
ます。また、保育所の事業経営における責任者として、施設長の責任を事業計画で表明し、ホームページに
も公表しています。そのほか、施設長は自らの役割と責任について、職員には園のキックオフミーティング
で、保護者には園の行事や保護者懇談会の冒頭の挨拶などで表明しています。「自衛消防隊の編成と任務」
の書類は、玄関にあり、隊長(施設長)、副隊長(主任)となっています。有事(災害、事故など)の時、隊長が
不在の際は、副隊長が現場責任者となることが明記されており、園会議において全職員に周知されていま
す。

　「自衛消防隊の編成と任務」は、他の書類と一緒に玄関の壁に束ねられており、一目で見えるようになっ
ていません。緊急時にすぐに対応できるよう、玄関の壁に掲示されることをお勧めします。

Ⅱ-１-（１）-②
　遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

Ⅱ-１-（１）-①
　施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている。
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Ⅱ-１-(２) 管理者のリーダーシップが発揮されている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
12 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
13 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を
行っている。

施設長は、保育の質の現状について定期的、継続的に評価・分析を行っている。

施設長は、保育の質に関する課題を把握し、改善のための具体的な取組を明示して指導力を発
揮している。

施設長は、保育の質の向上について組織内に具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極的
に参画している。

施設長は、保育の質の向上について、職員の意見を反映するための具体的な取組を行ってい
る。

施設長は、保育の質の向上について、職員の教育・研修の充実を図っている。

　施設長は、毎月、どろんこ会グループが運営する研修プログラムを受講し、グループ他園との比較をしな
がら、自園の保育の質について評価・分析を行っています。施設長は、現場での職員への直接指導ととも
に、一人の保育者として実践し、保育の質向上を推進しています。どろんこ会グループが運営する研修プロ
グラムと「子育ての質を上げる会議」で得られた情報を、園会議における身近な職員の教育・研修として活
用しています。園会議においては、職員の様々な意見を吸い上げることに心がけています。施設長は、「子
育ての質を上げる会議」に参加した職員に、振り返り、感想レポートの提出を求め、一層の知識の定着を期
待しています。

　人事、労務、財務などの分析は、どろんこ会グループが行い、各園にフィードバックしています。園で
は、分析結果を参考にしながら、施設長と運営本部が連携し、経営の改善や業務の実効性の向上に取り組ん
でいます。施設長は、俯瞰した視点と現場視点での課題解決を図り、課題のあるスタッフのフォローなどを
行っています。施設長は、毎月開催される園会議に、どろんこ会グループのコンピテンシー(職務や役割に
おいて優秀な成果を発揮する行動特性)を使い、職員一人ひとりに課題の振り返りを行わせることにより、
組織内に同様の意識を形成させることを目指しています。

施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、
具体的に取り組んでいる。

施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、組織内に同様の意識を形成するための
取組を行っている。

施設長は、経営の改善や業務の実効性を高めるために組織内に具体的な体制を構築し、自らも
その活動に積極的に参画している。

Ⅱ-１-（２）-②
　経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮している。

Ⅱ-１-（２）-①
　保育の質の向上に意欲をもちその取組に指導力を発揮している。
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Ⅱ-２　福祉人材の確保・育成

Ⅱ-２-(１) 福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
14 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
15 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

把握した職員の意向・意見や評価・分析等にもとづき、改善策を検討・実施している。

法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき「期待する職員像等」を明確にしている。

人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等に関する基準）が明確に定められ、職員等に周知
されている。

必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方針が
確立している。

保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、必要な福祉人材や人員体制について具体的な計画
がある。

計画にもとづいた人材の確保や育成が実施されている。

法人（保育所）として、効果的な福祉人材確保（採用活動等）を実施している。

職員が、自ら将来の姿を描くことができるような総合的な仕組みづくりができている。

　必要な福祉人材の確保は、本部人事採用部が行っています。園は、候補者が採用水準に満たしているかの
最終判断を行います。人材の確保の方法としては、求人情報サイト、SNS、自社ホームページなどを活用
していますが、実習生からの職員採用に特に力を入れています。人員体制の管理は、どろんこ会グループで
行っており、計画的な系列園への異動などにより、グループ内の各園の適正な人員体制を構築しています。
どろんこ会グループの「保育品質マニュアル」に「求める人材像」が記載されており、それに見合う人材の
確保や人材育成、研修計画が行われています。

Ⅱ-２-（１）-②
　総合的な人事管理が行われている。

職員処遇の水準について、処遇改善の必要性等を評価・分析するための取組を行っている。

一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を評
価している。

　どろんこ会グループの理念・基本方針にもとづく「求める人材像」は、「保育品質マニュアル」に明記さ
れています。資格等級制度を導入しており、人事評価、処遇体系、人材活用、人材育成と連動しています。
評価制度は、「目標管理シート」を活用し、組織目標と個人目標を設定し、個人の取り組み内容を判定指標
に照らし合わせた達成基準によって評価します。9月に行う全職員の個々の意向調査を反映させ、最終的
に、異動、昇進・昇格を決定しています。また、希望者に対し、自らの将来の姿を描く支援として、どろん
こ会グループのキャリアアップ相談室にて外部のコンサルタントによる「キャリア面談」を実施していま
す。

Ⅱ-２-（１）-①
　必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施されて
いる。
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Ⅱ-２-(２) 職員の就業状況に配慮がなされている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
16 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

Ⅱ-２-（２）-①
　職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

職員の就業状況や意向の把握等にもとづく労務管理に関する責任体制を明確にしている。

職員の有給休暇の取得状況や時間外労働のデータを定期的に確認するなど、職員の就業状況を
把握している。

職員の心身の健康と安全の確保に努め、その内容を職員に周知している。

定期的に職員との個別面談の機会を設ける、職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、職
員が相談しやすいような組織内の工夫をしている。

職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利厚生を実施している。

ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を行っている。

改善策については、福祉人材や人員体制に関する具体的な計画に反映し実行している。

福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅力を高める取組や働きやすい職場づくりに関する
取組を行っている。

　施設長が、総合人事管理システムを活用し、職員の有給休暇の取得状況や時間外労働データなどの就業状
況を毎日把握しています。残業についてはどろんこ会グループでもチェックしており、一定時間を超える職
員は、施設長もしくは人事総務部担当が個人面談し、原因把握と改善に向けて動きます。施設長が職員に適
宜声かけを行い、一人ひとりの心身の状況を把握するとともに、人事総務部によるストレスチェックを行っ
ています。年3回の施設長との個別面談や、どろんこ会グループ相談窓口の設置など、職員が相談しやすい
環境を整えています。どろんこ会グループで福利厚生団体に入会しており、職員は、ホテル、テーマパー
ク、旅行などが割安で利用できます。
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Ⅱ-２-(３) 職員の質の向上に向けた体制が確立されている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
17 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
18 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

Ⅱ-２-（３）-②
　職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されてい
る。

保育所が目指す保育を実施するために、基本方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示し
ている。

　「保育品質マニュアル」の人材育成・研修の欄に、「求める人材像」が明記されています。園が職員に必
要とする専門技術などについては、園の事業計画書の基本方針に明記しています。教育・研修は、どろんこ
会グループが運営する研修プログラムを受講、神奈川県が主催する「エキスパート研修」、毎月の園会議で
の「コンピテンシー」を活用した研修などを年間事業計画にもとづき行っています。年度末のフィードバッ
ク面談時に、次期の育成計画を、施設長が職員個々に伝えています。毎年、どろんこ会グループおよび園で
研修内容やカリキュラムの評価と見直しを行っています。

Ⅱ-２-（３）-①
　職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。

組織として「期待する職員像」を明確にし、職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが構築
されている。

定期的に研修内容やカリキュラムの評価と見直しを行っている。

職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、目標水準、目標期限が明確にされた適切なものと
なっている。

職員一人ひとりが設定した目標について、中間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行わ
れている。

職員一人ひとりが設定した目標について、年度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標達
成度の確認を行っている。

個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひとり
の目標が設定されている。

　どろんこ会グループの人事制度説明会の資料において、人事制度の目指すべき姿が明確になっています。
職員一人ひとりが「目標管理シート」を活用し、個々の目標を設定し、自分が描くキャリアや目標に向けて
進めるようになっています。シートは、目標(組織目標と個人目標)、具体的な取り組み、判断指標、達成基
準が明記され、組織目標は事業計画と、個人目標は「コンピテンシー」と連動しています。年度初めの面接
で目標を確認し、中間面接では進捗を、年度末に評価を行い、職員に結果をフィードバックしています。

現在実施している保育の内容や目標を踏まえて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に必要
とされる専門技術や専門資格を明示している。

策定された教育・研修計画にもとづき、教育・研修が実施されている。

定期的に計画の評価と見直しを行っている。
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共通
19 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
20 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

　実習生などの受け入れについて、「保育品質マニュアル」に、意義、心得、受け入れ手順が明記されてい
ます。さらに、「受け入れのてびき」があり、実習開始時には、実習生向けの「オリエンテーションシー
ト」に基づきスケジュールを決める、実習ハンドブックの配付など、効率的な仕組みができています。受け
入れ時に担当者が、どろんこ会グループのサイトの「実習受け入れ動画」を視聴、確認をします。実習期間
中は、実習指導の学校の先生が来園し、学生の様子を確認します。先生と振り返りも電話で共有します。

職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加できるよう配慮している。

Ⅱ-２-（４）-①
　実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について体制を整備し、積極的な取組
をしている。

外部研修に関する情報提供を適切に行うとともに、参加を勧奨している。

　施設長は、統合人事管理システムで、一人ひとりの職員の専門資格の取得状況を確認することができま
す。新任職員は、オリエンテーション、現場OJT研修、保育品質マニュアル研修などを受けます。主任
は、「主任会議」、職員は毎月の「子育ての質を上げる会議」、施設長は「施設長勉強会」に参加し、どろ
んこ会グループ他園の職員と現場の状況を伝えあいながら、園の課題に取り組んでいます。職員一人ひとり
が、教育・研修の場に参加できるようにシフトの調整を行い、eラーニングの活用も推奨しています。
2022年度には、園職員がインターシップで2週間デンマークの保育園で勤務しました。

指導者に対する研修を実施している。

実習生については、学校側と、実習内容について連携してプログラムを整備するとともに、実
習期間中においても継続的な連携を維持していくための工夫を行っている。

Ⅱ-２-（３）-③
　職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。

個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況等を把握している。

新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配慮した個別的なＯＪＴが適切に行われている。

階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・技
術水準に応じた教育・研修を実施している。

実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関する基本姿勢を明文化している。

実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成についてのマニュアルが整備されている。

専門職種の特性に配慮したプログラムを用意している。

Ⅱ-２-(４) 実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われ
ている。
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Ⅱ-３　運営の透明性の確保
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
21 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
22 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

保育所の事業、財務について、外部の専門家による監査支援等を実施している。

外部の専門家による監査支援等の結果や指摘事項にもとづいて、経営改善を実施している。

　園の事務、経理、取引などに関するルール、職務分掌、権限・責任は、「保育品質マニュアル」に記載さ
れています。内部監査室による事務や経理などの内部監査を定期的に行っています。園の小口現金について
も、内部監査室による巡回監査が行われています。どろんこ会グループの事業、財務に関しては、法人内監
事による監査と、外部の会計監査人による監査が行われています。提供サービスの品質維持・向上の取り組
みについては、第三者であるISO9001の認証機関による定期的な審査を受けています。直近では、外部の
専門家からの指摘事項はありません。

　どろんこ会グループのホームページに、理念や基本方針、保育内容、決算情報が公開されています。多く
の写真や動画を使い、理念がわかりやすく表現されています。苦情解決体制、料金などが記載されている
「入園のしおり」も一般に配布しています。また、園の毎年の事業計画、事業報告、第三者評価の受審結果
はホームページに公開されています。月1回園が発行する「ちきんえっぐだより(地域子育て支援センター
だより)」では、地域の方が誰でも参加できる園開放やイベントの紹介を行っており、近隣の公園で行う
「青空保育」に来られた方に園のホームページのQRコードを渡しています。

保育所における地域の福祉向上のための取組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談の体
制や内容について公表している。

第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や内容にもとづく改善・対応の状況について公表し
ている。

Ⅱ-３-（１）-②
　公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われている。

法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン等について、社会・地域に対して明示・説明し、
法人（保育所）の存在意義や役割を明確にするように努めている。

地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行っている活動等を説明した印刷物や広報誌等を配
布している。

保育所における事務、経理、取引等に関するルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、職
員等に周知している。

保育所における事務、経理、取引等について内部監査を実施するなど、定期的に確認されてい
る。

Ⅱ-３-（１）-①
　運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。

ホームページ等の活用により、法人、保育所の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事業
報告、予算、決算情報が適切に公開されている。

Ⅱ-３-(１) 運営の透明性を確保するための取組が行われている。
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Ⅱ-４　地域との交流、地域貢献
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
23

Ⅱ-４-（１）-①
　子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている。

b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
24 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

地域との関わり方について基本的な考え方を文書化している。

ボランティアに対して子どもとの交流を図る視点等で必要な研修、支援を行っている。

　ボランティアなどの受け入れは、「保育品質マニュアル」に、積極的に行う姿勢と意義、手順、心得など
が明記されており、全職員で共有しています。園の事業計画では、「学生の各種ボランティアの受け入れで
は、ワークショップを開催し、随時いつでも受け入れる体制と雰囲気を、横浜市のどろんこ保育園の筆頭に
なり確立していく」となっています。いつでも、どんな時も受け入れる気持ちと体制を職員間で作っていま
す。職員は、実習生受け入れと同等の研修を行っています。実際、ボランティア、園見学希望の大学・専門
学校からの依頼を積極的に受け入れ、中高生の体験学習などの学校教育に対する協力を行っています。

学校教育への協力を行っている。

Ⅱ-４-（１）-②
　ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

活用できる社会資源や地域の情報を収集し、掲示板の利用等で保護者に提供している。

子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行事や活動に参加する際、職員やボランティアが支援
を行う体制が整っている。

保育所や子どもへの理解を得るために、地域の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設ける
などの取組を行っている。

個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地域における社会資源を利用するよう推奨してい
る。

ボランティア受入れに関する基本姿勢を明文化している。

地域の学校教育等への協力について基本姿勢を明文化している。

ボランティア受入れについて、登録手続、ボランティアの配置、事前説明等に関する項目が記
載されたマニュアルを整備している。

　園の事業計画では、地域との関わり方について、「地域の具体的な福祉・子育てニーズを把握するため地
域の子育て支援事業を積極的に行う。地域の子育ての拠点として機能が発揮されるよう努め、地域の行事に
も積極的に参加するなど主体的に活動する」となっています。子どもは、毎週訪問する「商店街ツアー」や
月1回の「銭湯でお風呂の日」などで地域の人たちとふれあう機会を多く持っています。毎年開催する「ど
ろんこ祭り」は、多くの地域の人たちに園を知ってもらう良い機会となっています。保護者に、鶴見区地域
子育て支援拠点「わっくんひろば」や自治体の「歯の講習会」などの地域情報を提供しています。地域の祭
りの日には、園の駐車場を神輿の中継所として開放しています。

Ⅱ-４-(１) 地域との関係が適切に確保されている。
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Ⅱ-４-(２) 関係機関との連携が確保されている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
25 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

Ⅱ-４-（２）-①
　保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切に行われてい
る。

当該地域の関係機関・団体について、個々の子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を明
示したリストや資料を作成している。

地域の関係機関・団体の共通の問題に対して、解決に向けて協働して具体的な取組を行ってい
る。

地域に適当な関係機関・団体がない場合には、子ども・保護者のアフターケア等を含め、地域
でのネットワーク化に取り組んでいる。

家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもへの対応について、要保護児童対策地域協議会への
参画、児童相談所など関係機関との連携が図られている。

職員会議で説明するなど、職員間で情報の共有化が図られている。

　園と連携している横浜市中央児童相談所、鶴見区こども家庭支援課、鶴見区保健所、警察署、消防署、横
浜市東部地域療育センターなどの関係機関の連絡先をリスト化しており、園会議で職員間の情報共有がなさ
れています。施設長は、「横浜市要保護児童等対策地域協議会　鶴見区実務者会議」に参加し、情報交換や
連携を図っています。虐待などの権利侵害が疑われる子どもがいる場合には、対応フローに則り、児童相談
所などの関係機関と連携して対応します。園、どろんこ会グループ、自治体、関係機関と連携の視野を広
げ、見守る目を増やすことを心がけています。

関係機関・団体と定期的な連絡会等を行っている。
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Ⅱ-４-(３) 地域の福祉向上のための取組を行っている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
26 b a

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
27

b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

　横浜市から送られてくるメールなどにより地域の福祉ニーズを把握しています。青空保育を実施している
近隣の公園にある「こどもログハウス運営協議会」との連携や、毎週訪問する「商店街ツアー」、月1回の
「銭湯でお風呂の日」などで地域の人たちとふれあう中で、地域の生活課題などの把握を行っています。青
空保育や園開放は、参加した人たちの施設見学、相談につながっています。園の門前に設置した不要となっ
た衣料の交換ができる「勝手籠」などからも地域の福祉ニーズを掴んでいます。

　毎月、地域に向けての子育て支援事業が記載された「ちきんえっぐだより」を発行し、ホームページ、園
掲示板、公園などで知り合った親子への配布などで、地域に発信しています。じゃがいもおやき、七草粥作
りなどを行う「自然食堂」、野菜スタンプ、はじき絵遊びなどを行う「芸術学校・自然学校」などをそれぞ
れ月1回以上行っています。園の門前に設置した不要となった衣料の交換ができる「勝手籠」は保護者だけ
でなく、地域の人たちも利用しています。園庭及び地域支援室は、予約なしで地域の人たちが利用できま
す。毎年炊き出し訓練を行っており、地域の人たちの利用も考慮し、定員以上の備蓄品を用意しています。

Ⅱ-４-（３）-②
　地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われている。

把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定められた社会福祉事業にとどまらない地域貢献に
関わる事業・活動（地域の子どもの育成・支援、子どもの貧困への支援等）を実施している。

保育所のもつ機能を地域へ還元したり、関係機関・団体との連携、民生委員・児童委員等との
定期的な会議の開催等を通して、地域の具体的な福祉ニーズの把握に努めている。

地域住民に対する相談事業などを通じて、多様な相談に応じる機能を有している。

Ⅱ-４-（３）-①
　地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている。

保育所（法人）が実施する事業や運営委員会の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種会
合への参加、地域住民との交流や相談事業などを通じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把
握に努めている。

把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的な事業・活動を、計画等で明示している。

多様な機関や地域住民等と連携して、社会福祉分野のみならず、地域コミュニティの活性化や
まちづくりなどにも貢献している。

保育所（法人）が有する福祉サービスの提供に関するノウハウや専門的な情報を、地域に還元
する取組を積極的に行っている。

地域の防災対策や、被災時における福祉的な支援を必要とする人びと、住民の安全・安心のた
めの備えや支援の取組を行っている。



1 - 19

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ-１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ-１-(１) 利用者を尊重する姿勢が明示されている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
28

b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
29

b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

　どろんこ会グループは、「私たちの子育て」として、「言うことを聞く子を育てるのでも、指示を待つ子
を育てるのでもなく、共に遊び、共に労働し、頼りあい、ぶつかり合い、手を差しのべあう。年齢の違う子
同士、障害の有無に関係なく、どの子も、やってみたいこと・思い通りにならないこと、すべて実際に経験
します」と明示しています。3月のキックオフミーティングで、子どもの尊重や基本的人権への配慮につい
て確認するとともに、職員が、年2回チェックリストを用いて自己評価を行っています。子どもが主体的に
活動できるように、子どもだけの話し合いの場を設け、今年度は3～5歳児を対象に、「お店屋さんごっ
こ」を企画実施しました。また、5歳児を対象に、性教育の時間を2日間設けています。

子どもが互いを尊重する心を育てるための具体的な取組を行っている。

性差への先入観による固定的な対応をしないように配慮している。

子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する心について、その方針等を保護者に示すととも
に、保護者も理解を図る取組を行っている。

子ども・保護者にプライバシー保護に関する取組を周知している。

　「保育品質マニュアル」に、子どもや保護者に対するプライバシー保護についての記載があり、年2回
チェックリストを用いて振り返りを行っています。プールの着替えの時、園外から子どもの体などが見えに
くくなるように日除けシートやパーティションなどを用意し、テラスで着替えず、できるだけ部屋の中で着
替えをするようにしています。保護者が共有する連絡用アプリ内の写真や販売用の写真は、プライバシー保
護の視点を持ち、よく確認したうえで配信しています。保護者には、プライバシー保護の取り組みを入園時
の入園面談や保護者懇談会で周知をしています。

子どものプライバシー保護について、社会福祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記し
た規程・マニュアル等が整備され、職員への研修によりその理解が図られている。

規定・マニュアル等にもとづいて、プライバシーに配慮した保育が実施されている。

一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふさわしい快適な環境を提供し、子どものプライバ
シーを守れるよう設備等の工夫を行っている。

子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、保育の標準的な実施方法等に反映されている。

子どもの尊重や基本的人権への配慮について、組織で勉強会・研修を実施している。

子どもの尊重や基本的人権への配慮について、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要な対
応を図っている。

Ⅲ-１-（１）-②
　子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている。

Ⅲ-１-（１）-①
　子どもを尊重した保育について共通の理解をもつための取組を行っている。

理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の実施について明示し、職員が理解し実践するため
の取組を行っている。

子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践する
ための取組を行っている。
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【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

Ⅲ-１-(２) 福祉サービスの提供に関する説明と同意(自己決定)が適切に行われてい
る。

　どろんこ会グループのホームページには、保育理念、どろんこの保育で身につく6つの力、食育について
などを掲載し、グループ全体のビジョンと保育の方向性をわかりやすく説明しています。園のホームページ
には、定員や保育時間、利用料金、年間スケジュールなどのほか、園だよりや食育だより、保健だより、献
立表を掲載し、利用希望者が知りたい情報を積極的に提供しています。見学対応は、希望者の都合に合わせ
て日時を設定し、「入園のしおり」を配付して、施設長か主任が案内を担当し、丁寧に説明を行っていま
す。ホームページや入園のしおりの掲載内容は、どろんこ会グループの担当部署で、適宜見直しを行ってい
ます。

Ⅲ-１-（２）-②
　保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明している。

保育の開始及び保育内容の変更時の説明と同意にあたっては、保護者等の意向に配慮してい
る。

保育の開始・変更時には、保護者等がわかりやすいように工夫した資料を用いて説明してい
る。

保育所の利用希望者については、個別にていねいな説明を実施している。

見学等の希望に対応している。

利用希望者に対する情報提供について、適宜見直しを実施している。

説明にあたっては、保護者等が理解しやすいような工夫や配慮を行っている。

保育の開始・変更時には、保護者等の同意を得たうえでその内容を書面で残している。

　入園時には、入園説明会と個人面談を行い、「入園のしおり」と「重要事項説明書」を用いて、保育内容
や利用料金、準備する持ち物などについて、保護者への説明を行っています。慣れ保育については、保護者
の就労状況と子どもの様子に応じて、相談しながら行うことを伝えています。進級時に保育内容等に変更が
ある場合には、変更箇所を記載した書面を在園児の保護者に配付して懇談会などで説明を行っています。入
園時及び進級時とも、説明内容に承諾した旨の同意書を保護者より受領しています。外国籍の保護者に対し
ては、翻訳アプリを用いるほか、ルビ付きの入園のしおりや重要事項説明書を準備する体制を整えており、
個別に対応することとしています。

理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が入
手できる場所に置いている。

保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容にし
ている。

特に配慮が必要な保護者への説明についてルール化され、適正な説明、運用が図られている。

Ⅲ-１-（２）-①
　利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に提供している。
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【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

Ⅲ-１-（３）-①
　利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行っている。

日々の保育のなかで、子どもの満足を把握するように努めている。

保護者に対し、利用者満足に関する調査が定期的に行われている。

保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に行
われている。

職員等が、利用者満足を把握する目的で、保護者会等に出席している。

利用者満足に関する調査の担当者等の設置や、把握した結果を分析・検討するために、検討会
議の設置等が行われている。

　毎週水曜日にウェブマップ(活動記録法)を用いて保育の振り返りを行っています。行事を行う際には、子
どもの姿や興味を捉えて計画・立案、実行、振り返りを行い、次回につなげています。毎年、保護者に「利
用者アンケート」を行い、「ご意見シート」に意見を記録し、どろんこ会グループ担当者、園内で共有して
います。把握した課題については、毎週金曜日に行うリーダー会議で分析・検討を行い、具体的な改善を
行っています。「まずは、やってみよう」と、できることはすばやく実行することを心がけています。保護
者の希望により、随時、個別で個人面談に応じており、保護者懇談会は、年2回開催しています。

Ⅲ-１-(３) 利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ-１-（２）-③
　保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を行っている。

　転園に際しては、必要な手続きについて保護者に説明を行って、鶴見区こども家庭支援課の担当部署につ
ないでいます。転園先の保育所等より、子どもに関する情報の提供について申し出があった場合は、保護者
の同意を得たうえで、子どもの記録に基づいて書面にて引き継ぎを行うこととしており、保育の継続性に配
慮しています。転園後や卒園後など、園の利用が終了したあとでも、施設長が窓口となって、いつでも相談
を受け付けることを口頭で伝えています。今後はさらに、転園後や卒園後の相談受付の方法などを記載した
書面を作成し、転園時や卒園時に保護者に配付されると良いでしょう。

分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善を行っている。

保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配慮した手順と引継ぎ文書を定めている。

保育所の利用が終了した後も、保育所として子どもや保護者等が相談できるように担当者や窓
口を設置している。

保育所の利用が終了した時に、子どもや保護者等に対し、その後の相談方法や担当者について
説明を行い、その内容を記載した文書を渡している。
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Ⅲ-１-(４) 利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。
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【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

保護者等に、その文書の配布やわかりやすい場所に掲示する等の取組を行っている。

相談をしやすい、意見を述べやすいスペースの確保等の環境に配慮している。

苦情内容に関する検討内容や対応策については、保護者等に必ずフィードバックしている。

苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た保護者等に配慮したうえで、公表している。

苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に関わる取組が行われている。

苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説明し
ている。

苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しやす
い工夫を行っている。

苦情内容については、受付と解決を図った記録を適切に保管している。

　苦情解決の体制は、苦情解決責任者(施設長)、苦情解決受付担当者(どろんこ会グループで2名)、第三者
委員(どろんこ会グループで4名)となっており、入園のしおりに明記しています。どろんこ会グループに苦
情・意見受付窓口として「ご意見ご提案デスク」を設けていますが、今回の利用者調査では、「職員以外の
人にも相談できる」の保護者の理解が低めの数値となっており、より一層、保護者への周知の工夫を期待し
ます。苦情などの第一受付である施設長は、いつでも言いやすい場と雰囲気を作り、第一受付でまずは対応
できるように心がけています。苦情内容については、受付と解決を図った記録がサーバー上に保管されてい
ます。

Ⅲ-１-（４）-②
　保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者等に周知している。

保護者が相談したり意見を述べたりする際に、複数の方法や相手を自由に選べることをわかり
やすく説明した文書を作成している。

　保護者は、日常的には職員との登園・降園時の対話や連絡用アプリでのやりとりで相談や意見を述べてい
ます。また、施設長などによる相談対応、メールや電話によるどろんこ会グループの「ご意見ご提案デス
ク」での対応、玄関の意見箱の利用、毎年の「利用者アンケート」なども行っています。「入園のしおり」
に、複数の意見・要望を申し出る方法を掲載しており、入園時に配付、説明しています。当該方法を記載し
た書類は、他の書類と一緒に玄関の壁に束ねられており、一目で見えるようになっていません。わかりやす
い場所への掲示を期待します。相談内容によっては、園内の相談室での対応を保護者に提案しています。

Ⅲ-１-（４）-①
　苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。

苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整備
されている。
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【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

　朝の受け入れと、夕方のお迎えの際に、保護者と担当職員が、家庭や園内での様子を相互に確認していま
す。その際、相談の申し出があった場合は、即日対応できるように、施設長、主任のスケジュールの調整を
行います。相談内容により、検討に時間がかかる場合は、毎週金曜日に行うリーダー会議において、分析・
検討の上、改善策を実施しています。どろんこ会グループの「保育品質マニュアル」に苦情・ご意見に関し
ての処理手順が掲載されています。マニュアルは、年に一度どろんこ会グループ全園の施設長が見直し提案
を行い、改善しています。

相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、対応策の検討等について定めたマニュアル
等を整備している。

職員は、把握した相談や意見について、検討に時間がかかる場合に状況を速やかに説明するこ
とを含め迅速な対応を行っている。

意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる取組が行われている。

対応マニュアル等の定期的な見直しを行っている。

Ⅲ-１-（４）-③
　保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している。

職員は、日々の保育の提供において、保護者が相談しやすく意見を述べやすいように配慮し、
適切な相談対応と意見の傾聴に努めている。

意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者の意見を積極的に把握する取組を行っている。
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Ⅲ-１-(５) 安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。
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【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

　感染症の予防と発生時などの対応は、「保育運営マニュアル」の衛生管理マニュアルに記載されていま
す。事務所内に緊急連絡先を掲示し、感染症発生時フローチャートは、事務所内に掲示されています。3月
のキックオフミーティングにおいて、全職員が嘔吐処理方法を確認しながらロールプレイングを行います。
保護者には、どろんこ会グループより月1回「保健だより」が送付され、衛生関連の様々な情報提供がなさ
れています。感染症が発生した場合には、連絡用アプリで速やかに保護者に一斉配信し、家庭と連携して拡
大防止に努めています。マニュアルは、年に一度どろんこ会グループ全園の施設長が見直し提案を行い、改
善しています。

担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防や安全確保に関する勉強会等を開催している。

感染症対策について、責任と役割を明確にした管理体制が整備されている。

感染症の予防と発生時等の対応マニュアル等を作成し、職員に周知徹底している。

感染症の予防策が適切に講じられている。

職員に対して、安全確保・事故防止に関する研修を行っている。

事故防止策等の安全確保策の実施状況や実効性について、定期的に評価・見直しを行ってい
る。

Ⅲ-１-（５）-②
　感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を整備し、取組を
行っている。

リスクマネジメントに関する責任者の明確化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマネ
ジメントに関する委員会を設置するなどの体制を整備している。

事故発生時の対応と安全確保について責任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に周知し
ている。

子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が積極的に行われている。

収集した事例をもとに、職員の参画のもとで発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・
実施する等の取組が行われている。

　施設長がリスクマネジメント責任者となり、衛生管理係、安全対策係、防火管理者などを選任していま
す。月1回、事故防止委員会を開催し、担当職員が事故記録簿やヒヤリハット、インシデントを確認しなが
ら、全職員に改善策などを聞き、一覧表にまとめています。事故や災害が発生した時の対応手順は、フロー
チャートになっており、事務所に掲示されています。施設長、主任不在時でも対応できるようになっていま
す。事故などの事例は、どろんこ会グループの他園事故記録を参照しています。全職員に向けて、リスクマ
ネジメント研修を行い、プール開始前には、プール事故防止訓練を実施しています。

Ⅲ-１-（５）-①
　安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築され
ている。

感染症が発生した場合には対応が適切に行われている。

感染症の予防と発生時等の対応マニュアル等を定期的に見直している。

保護者への情報提供が適切になされている。
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【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

　「保育運営マニュアル」の危機管理の項目に、災害時の園の対応について記載されています。毎年、「避
難確保計画」の見直しを行い、事務所内に掲示し、全職員がいつでも確認できるようになっています。備蓄
品リストを作成し、年2回点検を行い、安全な状態か確認しています。災害時の子どもの安否の確認は連絡
用アプリを使用し、保護者向けのテスト配信を行っています。毎月消防計画に基づいた避難訓練の実施をし
ています。なお、事業継続計画(BCP)は、2024年1月に策定されたばかりのため、今後はそれに基づく研
修・訓練が始まる予定です。今後の取り組みに期待します。

子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が決められ、すべての職員に周知されている。

食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理者を決めて備蓄を整備している。

防災計画等を整備し、地元の行政をはじめ、消防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す
るなど、体制をもって訓練を実施している。

Ⅲ-１-（５）-③
　災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行っている。

災害時の対応体制が決められている。

立地条件等から災害の影響を把握し、建物・設備類、保育を継続するために必要な対策を講じ
ている。
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Ⅲ-２　福祉サービスの質の確保

Ⅲ-２-(１) 提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
40

b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
41

b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

　毎月のどろんこ会グループの施設長会議における各園の日々の運営の報告をもとに、年1回、各園施設長
が中心となって、どろんこ会グループの「保育品質マニュアル」の見直しを行っています。施設長は、園の
業務の中で気になること、不具合、園会議で議論したことなどをもとに、「園から提案」として、標準的な
実施方法の見直し箇所を整理します。保護者からの意見や提案があった場合には、その都度、運営本部に連
絡し、検討するか確認をとっています。標準的な実施方法の検証・見直しがあった場合には、園内の会議を
経て、指導計画の見直しも検討します。

標準的な実施方法が適切に文書化されている。

標準的な実施方法には、子どもの尊重、プライバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明示さ
れている。

標準的な実施方法について、研修や個別の指導等によって職員に周知徹底するための方策を講
じている。

検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必要に応じて反映されている。

検証・見直しにあたり、職員や保護者等からの意見や提案が反映されるような仕組みになって
いる。

　保育についての標準的な実施方法は、「保育品質マニュアル」「保育運営マニュアル」に記載され、全職
員が年2回、チェックリストで子どもの尊重、プライバシーの保護などの保育の標準的な実施方法を確認し
ています。毎年内部監査室による内部監査が行われ、保育全般の課題出しを行っています。施設長は、その
時に使用する「内部監査チェック表」を活用し、園内の課題出しを行い、昼礼、リーダー会議で園の改善策
を提示しています。以前は職員が独自の方法で保育するケースが多かったため、現在はベースとなるマニュ
アルをもとに一定水準を保ちながら保育の実践を目指しています。

標準的な実施方法にもとづいて実施されているかどうかを確認する仕組みがある。

標準的な実施方法により、保育実践が画一的なものとなっていない。

Ⅲ-２-（１）-②
　標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関する時期やその方法が組織で定められている。

保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定期的に実施されている。

Ⅲ-２-（１）-①
　保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供されている。
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Ⅲ-２-(２) 適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
42

b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
43

b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

指導計画の見直しについて、見直しを行う時期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と同
意を得るための手順等、組織的な仕組みを定めて実施している。

　指導計画は全体的な計画に基づいて作成しており、各クラスの話し合いを経て、担任職員が中心となって
作成し、主任が確認後、施設長が最終確認を行って完成させています。入園時は、「入所前児童面談票」や
「園児台帳」を基に、0～2歳児の「個別指導計画」や3～5歳児の「個別記録」を作成し、入園後は、各ク
ラスで行う振り返りに基づいて、子どもの姿を「個別指導計画」や「個別記録」に記載して、次期の計画作
成に生かしています。指導計画の作成にあたっては、保護者の意向のほか、看護師や栄養士の意見なども反
映させています。障がいのある子どもに対しては、療育機関の助言を参考にして「個別支援計画」を作成
し、適切な援助を行えるよう努めています。

アセスメント手法が確立され、適切なアセスメントが実施されている。

さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加して、アセスメント等に
関する協議を実施している。

全体的な計画にもとづき、指導計画が作成されている。

評価した結果を次の指導計画の作成に生かしている。

　年間指導計画は、4半期ごとに振り返りを行い、年度末の園会議で総括を行っています。月間指導計画と
週案は、計画の終了時期に、振り返りを行っており、各クラスの振り返り内容は、月案会議や週案会議で報
告し合い、意見交換を行って、次期の計画作成につなげています。週案などの内容を緊急に変更する場合
は、社用携帯のチャット機能を使って職員に周知を図っています。指導計画の評価、見直しを行う際に、各
種マニュアルに反映すべき事項があれば、各種会議で提案し、マニュアルの見直しにつなげています。ま
た、子どもや保護者への対応のあり方や保育の質に関わることについての課題を明確にして、指導計画の評
価欄に記載しています。

見直しによって変更した指導計画の内容を、関係職員に周知する手順を定めて実施している。

指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを整備している。

指導計画の評価・見直しにあたっては、標準的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護者
のニーズ等に対する保育・支援が十分ではない状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明確
にされている。

子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個別の指導計画等に明示されている。

計画の作成にあたり、さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加し
ての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ手順を定めて実施している。

指導計画にもとづく保育実践について、振返りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい
る。

支援困難ケースへの対応について検討し、積極的かつ適切な保育の提供が行われている。

Ⅲ-２-（２）-②
　定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。

Ⅲ-２-（２）-①
　アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成している。

指導計画作成の責任者を設置している。
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Ⅲ-２-(３) 福祉サービス実施の記録が適切に行われている。
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

共通
44

b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

共通
45

b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

Ⅲ-２-（３）-①
　子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化されてい
る。

子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が定めた統一した様式によって把握し記録してい
る。

個別の指導計画等にもとづく保育が実施されていることを記録により確認することができる。

記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じないように、記録要領の作成や職員への指導等
の工夫をしている。

保育所における情報の流れが明確にされ、情報の分別や必要な情報が的確に届くような仕組み
が整備されている。

情報共有を目的とした会議の定期的な開催等の取組がなされている。

Ⅲ-２-（３）-②
　子どもに関する記録の管理体制が確立している。

コンピュータネットワークや記録ファイル等を通じて、事業所内で情報を共有する仕組みが整
備されている。

個人情報保護規程等により、子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を定
めている。

　どろんこ会グループの統一様式である「個別記録」や「個別指導計画」「保育日誌」に子どもの発達状況
や生活状況を記録し、個別指導計画に基づく保育が実施されていることを確認できるようにしています。
「保育品質マニュアル」に、記録の作成方法について明記しているほか、必要に応じて、施設長や主任が個
別に指導を行って、記録の記載方法に職員間で差異が出ないようにしています。日々の情報共有は、チャッ
トやパソコンを使用して、的確に行う仕組みを確立しており、定期的に各会議を開催して、必要な情報を共
有できるようにしています。子どもの情報に関する記録類は、電子媒体で効率的に共有する仕組みが整備さ
れています。

個人情報の不適正な利用や漏えいに対する対策と対応方法が規定されている。

記録管理の責任者が設置されている。

記録の管理について個人情報保護の観点から、職員に対し教育や研修が行われている。

職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守している。

個人情報の取扱いについて、保護者等に説明している。

　「秘密情報管理規程」に、記録管理責任者を施設長とすることを明記しており、個人情報の適切な取り扱
いについて定めています。内部監査室による内部監査では、園における個人情報のデータ及び文書の管理に
ついて、定期的にチェックを行っています。職員に対しては、年に2回、情報セキュリティチェックを実施
して、個人情報保護に関する法令等を遵守できているかなどを自己点検しています。また、ニュースになっ
た事例等を採り上げて、注意喚起を行っています。保護者に対しては、個人情報保護方針と写真・動画の取
り扱い方針を記載した文書を配付し、入園説明会で施設長より説明を行って、保護者の同意を得ています。



1 - 29

自己評価結果表【内容評価】（保育所版）

Ａ-１　保育内容

Ａ-１-(１) 全体的な計画の作成
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

A1 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

Ａ－１－(１)－①
　保育所の理念、保育の方針や目標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域の
実態に応じて全体的な計画を作成している。

全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの趣
旨をとらえて作成している。

全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針や目標に基づいて作成している。

全体的な計画は、子どもの発達過程、子どもと家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考慮
して作成している。

全体的な計画は、保育に関わる職員が参画して作成している。

全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の作成に生かしている。

　どろんこ会グループの施設長会議で協議を行い、全体的な計画の骨子を作成しています。全体的な計画
は、児童福祉法や保育所保育指針などの趣旨をとらえ、保育所保育の基本原則、保育所の社会的責任のほ
か、養護と教育を一体的に行うことなどを明記しています。また、どろんこ会グループの保育理念と保育方
針に基づいて「どろんこ会が育てる6つの力」を掲げ、特色ある教育と保育の内容を設定しています。どろ
んこ会グループが運営している各保育所では、全体的な計画の骨子を基に、園の保育目標、園内研修、保育
時間などの項目を設定して、園ごとに全体的な計画を完成させています。当園では、毎年度末に年間策定会
議を開催し、事業全般について、職員間で意見交換を行いながら年間の振り返りを実施して、全体的な計画
の評価と見直しにつなげ、園が追記する箇所を作成しています。各園で出された意見を基に、施設長会議で
全体的な計画の評価を行い、次年度の計画策定に生かしています。
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Ａ-１-(２) 環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

A2 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

A3 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

Ａ－１－(２)－①
　生活にふさわしい場として、子どもが心地よく過ごすことのできる環境を整備して
いる。

自分を表現する力が十分でない子どもの気持ちをくみとろうとしている。

子どもの欲求を受けとめ、子どもの気持ちにそって適切に対応している。

子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだやかに話している。

せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用いないようにしている。

　日々の保育実践の振り返りを各クラスの話し合いの中で行いながら、子ども一人ひとりの成長の様子を職
員間で共有し、子どもの個人差を把握するよう努めています。日常的に異年齢保育を多く取り入れているこ
ともあり、週に1回実施している週案会議などを通して各クラスの状況を報告し合い、担当以外の子どもの
様子も把握して保育に生かせるようにしています。また、子ども一人ひとりに「個別記録」を作成し、個々
の特性などについても共有して、一人ひとりが個性を発揮できるよう環境づくりを行っています。職員は、
子どもの立場に立って同じ目線で対応し、職員側の都合で子どもを待たせることがないよう心がけて保育に
あたっています。各会議の中で、事例を採り上げながら、子どもへの適切な言葉かけについて意見交換を
行っており、否定的な言葉や命令口調などを用いないこと、子どもにわかりやすい言葉づかいでおだやかに
話すことを共通認識として確認し合っています。

室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環境は、常に適切な状態に保持している。

保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に努めている。

家具や遊具の素材・配置等の工夫をしている。

一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち着ける場所がある。

食事や睡眠のための心地よい生活空間が確保されている。

手洗い場・トイレは、明るく清潔で、子どもが利用しやすい設備を整え、安全への工夫がされ
ている。

Ａ－１－(２)－②
　一人ひとりの子どもを受容し、子どもの状態に応じた保育を行っている。

子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把握
し、尊重している。

子どもが安心して自分の気持ちを表現できるように配慮し、対応している。

　各保育室は、子どもが伸び伸びと過ごすことができる広々としたスペースが確保されており、壁一面の大
きな窓から適度に陽射しを取り入れて、明るく開放的な空間となっています。温湿度計や空気清浄機を設置
し、こまめに換気を行って常に適切な状態を保持できるよう努めています。背の低い可動式の棚や机、いす
などの家具は、子どもの動線や安全面に留意して適宜配置を変更しています。子どもが落ち着いて過ごせる
よう、マットなどを用いてスペースを作っているほか、縁側や廊下の一角などを使い、場所を変えて子ども
がクールダウンできるよう工夫しています。食事と睡眠は保育室内で場所を分けているほか、縁側で食事を
するなど、ゆったりと食事や睡眠ができるよう空間づくりを行っています。手洗い場やトイレの清掃とおも
ちゃや備品の消毒は、清掃チェック表に沿って適切に行っており、子どもたちが気持ち良く生活を送ること
ができるよう、環境整備を行っています。
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A4 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

A5 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

　各保育室には、様々な種類のおもちゃや絵本、素材や道具などを背の低い棚に収納し、子どもの目線で選
べるよう準備しています。マットや机を用いてコーナーを作り、やりたい遊びができるよう環境づくりを
行っています。どろんこ会グループでは「ケガをしない強い体を育てる」「自分でできることを自分です
る」と掲げ、裸足保育や、園庭での木登り、リズム体操、徒歩遠足などを活動に組み入れて戸外遊びを中心
に子どもが様々な体験を通して成長できるようにしています。3～5歳児クラスでは、散歩の行き先を子ど
もたちで相談して決める機会を設けているほか、野菜の栽培活動やインコの世話を協力し合って行うなど、
遊びや生活を通して友達同士の関係性を深めながら、子どもたちの主体性が育まれるようにしています。近
隣の高齢者施設を訪問し、歌や手遊びで高齢者と交流しているほか、週に一度の「商店街ツアー」では、近
隣の商店に出かけ、店の人に質問するなど、地域の人と接する機会も多く設けています。

社会的ルールや態度を身につけていくよう配慮している。

身近な自然とふれあうことができるよう工夫している。

地域の人たちに接する機会、社会体験が得られる機会を設けている。

様々な表現活動が自由に体験できるよう工夫している。

基本的な生活習慣を身につけることの大切さについて、子どもが理解できるように働きかけて
いる。

Ａ－１－(２)－④
　子どもが主体的に活動できる環境を整備し、子どもの生活と遊びを豊かにする保育
を展開している。

子どもが自主的・自発的に生活と遊びができる環境を整備している。

子どもが自発性を発揮できるよう援助している。

遊びの中で、進んで身体を動かすことができるよう援助している。

戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。

生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係が育まれるよう援助している。

子どもたちが友だちと協同して活動できるよう援助している。

　基本的な生活習慣の習得にあたっては、子どもの気持ちを尊重し、自分のペースで取り組むことができる
よう、環境を整備しています。職員は、見守りながら言葉かけを行い、できたときには、一緒に喜んで子ど
もが達成感を感じられるようにしています。日々の保育の中で、絵本や紙芝居を用いて、着替えの順番やお
もちゃの片付け方を伝えるなど、遊びを通して楽しみながら身に付けられるよう工夫しています。訪問調査
日には、保育士に見守られながら、自分で靴を履いたり、ジャンパーを着たり、散歩の準備をしている2歳
児クラスの子どもの姿が確認できました。「雑巾がけ」の活動では、雑巾の絞り方を自然と覚えているほ
か、自分たちが普段使っている縁側をきれいにする大切さを感じながら成長できるようにしています。毎朝
1分間の「座禅」を2歳児クラスから導入し、一日の始まりに「静」の時間を設けて、外遊びなどの「動」
の活動とのバランスを考慮しています。

Ａ－１－(２)－③
　子どもが基本的な生活習慣を身につけることができる環境の整備、援助を行ってい
る。

一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活に必要な基本的な生活習慣を身につけられるよう
配慮している。

基本的な生活習慣の習得にあたっては、子どもが自分でやろうとする気持ちを尊重して援助を
行っている。

基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制することなく、一人ひとりの子どもの主体性を尊
重している。

一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と休息のバランスが保たれるように工夫している。
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探索活動が十分に行えるような環境を整備している。

Ａ－１－(２)－⑤
　乳児保育(０歳児)において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を整
備し、保育の内容や方法に配慮している。

０歳児が、長時間過ごすことに適した生活と遊び及び環境への工夫がされている。

０歳児が、安心して、保育士等と愛着関係(情緒の安定)が持てるよう配慮している。

子どもの表情を大切にし、応答的な関わりをしている。

０歳児が、興味と関心を持つことができる生活と遊びへの配慮がされている。

　0歳児の保育においては、授乳や離乳食、おむつ替えの援助をできるだけ、同じ職員が行えるよう体制を
整えており、応答的な対応を心がけて、愛着関係を築けるようにしています。保育室内は、常に清潔な状態
を保持し、ハイハイやつかまり立ち、伝い歩きなどで子どもが安全に動き回れるよう、環境を整備していま
す。小麦粉粘土やどんぐりを入れたペットボトルなどを準備して、感触や音を楽しみながら、興味と関心を
広げられるようにしています。園庭では、落ち葉の上で足踏みをしたり、虫を見つけようと歩き回ったり、
体を動かして遊べるようにしています。保育士は、看護師と連携を図って、保育活動中や食事中、午睡時な
どの子どもの様子を注意深く観察し、一人ひとりの生活リズムを大切にして援助を行っています。保護者と
は、登降園時の会話や連絡用アプリでのやり取りを通して、子どもの状況を伝え合い、成長の様子を共有し
て保育の実践に生かせるようにしています。

　1、2歳児の保育においては、子どもの思いを受けとめながら対応し、子どもが自分の気持ちを安心して
表現できるよう、保育にあたっています。公園で拾った木の実や小石を芋虫や青虫に見立て葉っぱの上に寝
かせるなど、子どもがイメージを膨らませて遊んでいる時には、保育士もその世界観を一緒に楽しみ、自由
な発想を大切にしながら遊びが展開できるよう援助しています。ままごと遊びやかくれんぼなど、遊びの幅
を広げていき、友達とのやり取りを楽しみながら遊べるよう環境づくりを行っています。3歳以上児とは、
園庭遊びなどで一緒に過ごす時間が日常的に多くあり、手をつないでもらったり、靴を履かせてもらったり
しています。商店街ツアーや高齢者施設を訪問する活動を通して、保育士以外のおとなと触れ合う機会も多
く設けています。保護者とは、子どもの成長の様子を双方で見守る関係性を大切にして、トイレットトレー
ニングなどを相談しながら進めています。

Ａ－１－(２)－⑥
　３歳未満児(１・２歳児)の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう適
切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが自分でしようとする気持ちを尊重している。

子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が適切な関わりをしている。

保育士等が、友だちとの関わりの仲立ちをしている。

様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人との関わりを図っている。

一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連携した取組や配慮がされている。

０歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行っている。

０歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携を密にしている。

子どもが安心して遊びを中心とした自発的な活動ができるよう、保育士等が関わっている。
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Ａ－１－(２)－⑧
　障害のある子どもが安心して生活できる環境を整備し、保育の内容や方法に配慮し
ている。

建物・設備など、障害に応じた環境整備に配慮している。

障害のある子どもの状況に配慮した個別の指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連づけ
ている。

計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた保育を行っている。

　3歳児の保育においては、フルーツバスケットやかるたなど、ルールのある遊びを取り入れながら、集団
で遊ぶ楽しさを経験できるようにしています。生活発表会では、合唱の発表を行うことで、みんなで力を合
わせて練習したり、達成感を共有したりして成長しています。4歳児の保育においては、様々な経験を通し
て、自分で感じたことを発言したり、友達の意見を聞いて共感したりできるよう援助しています。生活発表
会では、言葉遊びを行い、一人ひとりが自分のセリフに意識を持って発表し、集団の中で個性を発揮しなが
ら成長しています。5歳児の保育においては、子どもたちが意見を出し合い、遊びの内容を決めているほ
か、言葉づかいや生活態度などについても話し合う機会を設け、子ども同士で学び合える環境づくりを行っ
ています。生活発表会の役やセリフなども自分たちで相談し合って決めています。こうした子どもたちの取
り組みについては、園のホームページに掲載して地域に向けて発信しています。

Ａ－１－(２)－⑦
　３歳以上児の保育において、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を整
備し、保育の内容や方法に配慮している。

子ども同士の関わりに配慮し、共に成長できるようにしている。

３歳児の保育に関して、集団の中で安定しながら、遊びを中心とした興味関心のある活動に取
り組めるような環境を整え、保育士等が適切に関わっている。

４歳児の保育に関して、集団の中で自分の力を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら遊
びや活動に取り組めるような環境を整え、保育士等が適切に関わっている。

５歳児の保育に関して、集団の中で一人ひとりの子どもの個性が活かされ、友だちと協力して
一つのことをやり遂げるといった遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保育士等が適切
に関わっている。

子どもの育ちや取り組んできた協同的な活動等について、保護者や地域・就学先の小学校等に
伝える工夫や配慮がされている。

職員は、障害のある子どもの保育について研修等により必要な知識や情報を得ている。

保育所の保護者に、障害のある子どもの保育に関する適切な情報を伝えるための取組を行って
いる。

　どろんこ会グループでは、障がいのある子どもの保育について、「障害の有無で分ける保育ではなく、す
べての子が、頼りあい、ぶつかりあい、手を差しのべあうインクルーシブ保育を実践する」としています。
子ども同士が自然に関わりを深めていく中で、できない時は、互いに助け合う関係性を大切にして保育にあ
たっています。園舎は、段差のない造りで、エレベーターやみんなのトイレを設置し、障がいのある子ども
が安心して生活できる環境を整備しています。横浜市東部地域療育センターや系列の発達支援施設と連携
し、助言を受けているほか、保護者の意向を尊重して個別支援計画の作成につなげています。職員は、法人
研修や外部研修に参加して、発達障がいの特性などについて知識を深め、実践に生かせるようにしていま
す。「入園のしおり」と「重要事項説明書」に、障がいのある子どもの保育に関するどろんこ会グループの
方針などを掲載し、入園説明会で保護者に説明しています。

保護者との連携を密にして、保育所での生活に配慮している。

必要に応じて、医療機関や専門機関から相談や助言を受けている。
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Ａ－１－(２)－⑩
　小学校との連携、就学を見通した計画に基づく、保育の内容や方法、保護者との関
わりに配慮している。

計画の中に小学校との連携や就学に関連する事項が記載され、それに基づいた保育が行われて
いる。

Ａ－１－(２)－⑨
　それぞれの子どもの在園時間を考慮した環境を整備し、保育の内容や方法に配慮し
ている。

１日の生活を見通して、その連続性に配慮し、子ども主体の計画性をもった取組となってい
る。

家庭的でゆったりと過ごすことができる環境を整えている。

子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせるよう配慮している。

年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに配慮している。

子どもの在園時間や生活リズムに配慮した食事・おやつ等の提供を行っている。

子どもの状況について、保育士間の引継ぎを適切に行っている。

担当の保育士と保護者との連携が十分にとれるように配慮している。

　どろんこ会グループでは、3～5歳児クラスで「就学前教育」を導入して、読み書きや計算のほか、体操
や音楽などの指導を行い、子どもたちが楽しみながら習得できるようにしています。全体的な計画に、小学
校と連携し、保育所保育と小学校教育の円滑な接続に努めると明記しており、5歳児クラスの指導計画に
は、就学に向けた活動内容と配慮事項を記載して保育の実践につなげています。子どもたちは、近隣の小学
校を訪問し、小学生と交流したり、近隣の保育園と交流会を行い、ボール遊びをしたりしています。保護者
に対しては、年に2回、個人面談を行って、就学に向けた個々の課題や配慮事項などを確認しているほか、
保護者からの相談に対応しています。幼保小連携連絡会の会議や研修に施設長や主任、5歳児クラスの担任
職員が参加して、小学校教員と接続期に向けて、意見交換を行っています。保育所児童保育要録は、担任の
職員が作成し、主任と施設長が確認後、就学先の小学校に提出しています。

施設長の責任のもとに関係する職員が参画し、保育所児童保育要録を作成している。

子どもが、小学校以降の生活について見通しを持てる機会が設けられている。

保護者が、小学校以降の子どもの生活について見通しを持てる機会が設けられている。

保育士等と小学校教員との意見交換、合同研修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を
図っている。

　各クラスの指導計画に、「長時間にわたる保育」についての項目があり、落ち着いた雰囲気の中で過ごせ
るように環境整備を行うことなどを明記しています。年齢に応じたデイリープログラムに沿って、それぞれ
の子どもの在園時間を考慮し、一日の生活を見通して日案を作成しています。異年齢で一緒に過ごす合同保
育の時間帯は、安全面に配慮して、座って遊べるおもちゃや絵本を準備し、落ち着いて過ごせるようにして
います。子どもの状況に応じて、体を休めることができるよう、空間づくりにも工夫しています。降園時間
や保護者の希望に応じて19時に夕食を提供しており、ゆったりとしたスペースを確保して、和やかに食事
ができるよう、配慮しています。各クラスにある伝達簿には、子どもの個別の状況について記載して、職員
間で共有し、降園時に保護者に園での様子を伝えています。担任の職員を朝夕の時間帯に配置できるよう、
シフト調整を行い、保護者と直接会話ができるようにしています。
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既往症や予防接種の状況など、保護者から子どもの健康に関わる必要な情報が常に得られるよ
うに努めている。

保護者に対し、保育所の子どもの健康に関する方針や取組を伝えている。

職員に乳幼児突然死症候群(SIDS)に関する知識を周知し、必要な取組を行っている。

保護者に対し、乳幼児突然死症候群(SIDS)に関する必要な情報提供をしている。

Ａ－１－(３)－②
　健康診断・歯科健診の結果を保育に反映している。

　全クラスで、園の嘱託医による健康診断と歯科健診を年に2回ずつ行って、毎月、身体測定を実施してい
ます。また、3～5歳児クラスで尿検査を年に1回、3歳児クラスで視力検査を年に1回行っています。健康
診断と歯科健診の結果は、「乳幼児健康診断票」と「歯科健康診査票」に記載して、保護者に報告を行って
おり、毎月の身体測定の結果は、連絡用アプリに記録して、保護者と園とで共有できるようにしています。
健康診断等の結果により、個別の配慮などが必要になった場合には、個別指導計画や個別記録に記載して、
職員間で対応方法を確認し、保育の実践に生かしています。また、保健計画にも健診結果を反映させて、保
育士と看護師が連携し、手洗い方法や鼻のかみ方などの保健指導を行っています。歯科健診時には、3～5
歳児クラスを対象に歯科衛生士による歯磨き指導を行い、歯の模型や紙芝居を使って、歯の働きや歯磨きの
大切さを子どもにわかりやすく伝えています。

健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計画等に反映させ、保育が行われている。

家庭での生活に生かされ、保育に有効に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果を保護者
に伝えている。

　「衛生管理マニュアル」の児童保健衛生の項目に、登園時や保育中の健康観察のポイントを明記し、子ど
もの日々の健康状態を把握しています。保育中に体調の悪化やけががあった際は、施設長と主任、看護師に
報告して、処置方法を確認するとともに、保護者への電話連絡を行って対応方法などを相談しています。既
往症や予防接種の状況については、連絡用アプリを通して保護者に記録してもらい、最新の情報を職員間で
共有できるようにしています。「保健だより」には、子どもの健康対策に関する情報を記載して、毎月1回
アプリで配信しています。「年間保健計画表」には、子どもへの保健指導の内容のほか、職員の研修内容を
明記して、乳幼児突然死症候群(SIDS)の予防対策や発生時の対応方法などを学び合っています。0、1歳児
クラスでは、午睡時間中に呼吸や顔色、うつ伏せになっていないかなどを確認し、結果を連絡用アプリに記
録して、子どもの午睡時の状況を保護者と共有できるようにしています。

健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係職員に周知されている。

一人ひとりの子どもの健康状態に関する情報を、関係職員に周知・共有している。

子どもの体調悪化・けがなどについては、保護者に伝えるとともに、事後の確認をしている。

子どもの保健に関する計画を作成している。

Ａ－１－(３)－①
　子どもの健康管理を適切に行っている。

子どもの健康管理に関するマニュアルがあり、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の健康
状態を把握している。
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A14 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

Ａ－１－(３)－③
　アレルギー疾患、慢性疾患等のある子どもについて、医師からの指示を受け適切な
対応を行っている。

アレルギー疾患のある子どもに対して、「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン」をも
とに、子どもの状況に応じた適切な対応を行っている。

慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を
行っている。

保護者との連携を密にして、保育所での生活に配慮している。

食事の提供等において、他の子どもたちとの相違に配慮している。

職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等について研修等により必要な知識・情報を得たり、技術
を習得している。

他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性疾患等についての理解を図るための取組を行って
いる。

　厚生労働省の「保育所におけるアレルギー対応ガイドライン」とどろんこ会グループが作成している「給
食提供マニュアル」に基づいて、アレルギー疾患や慢性疾患のある子どもの対応を適切に行っています。ま
た、医師が作成した生活管理指導表の指示に従って、個々の子どもの状況に応じた配慮事項を職員間で確認
しています。食物アレルギーのある子どもに対しては、毎月の献立内容や除去食について、保護者に確認し
てもらうほか、定期的に面談を実施して、子どもの状況や対応方法を共有しています。食事を提供する際
は、栄養士と保育士がダブルチェックを行って、専用のトレイや食器を使用し、おかわり分の食事も専用の
容器に配膳して、誤食事故の防止に努めています。園内研修では、マニュアルの読み合わせを行って、事故
発生時の対応方法などを学び合っています。食物アレルギーに関する除去食の申請方法などについては、
「入園のしおり」に記載して、入園説明会で保護者に説明しています。
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Ａ-１-(４) 食事
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

A15 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

A16 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

Ａ－１－(４)－①
　食事を楽しむことができるよう工夫をしている。

　どろんこ会グループでは、食育の6か条を設定し、「素材を味わう」「献立は和食中心で、薄味に」など
を掲げています。給食米を系列会社で自給自足しているほか、できるだけ、国産の食材を使用し、カレーの
ルーも手作りするなど、子どもたちがおいしく、安心して食べることができる食事を提供するよう努めてい
ます。栄養士は、残食を毎日記録するほか、子どもたちと一緒に給食を食べながら、感想を聞いたり、保育
士と情報交換を行ったりして子どもの喫食状況を把握しています。残食が多かったメニューは、調理方法を
変更して、食材の硬さを調整するなど、よりおいしく食べてもらえるよう工夫しています。旬の食材を多く
使用し、七夕やクリスマスなどの行事食を提供して季節感を大切にしています。また、日本各地の郷土料理
や世界各国の料理やおやつを献立に取り入れています。「給食提供マニュアル」に基づいて、給食室内の衛
生管理や食材の保管管理を適切に行っています。

子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環境・雰囲気づくりの工夫をしている。

子どもの発達に合わせた食事の援助を適切に行っている。

食器の材質や形などに配慮している。

個人差や食欲に応じて、量を加減できるように工夫している。

食べたいもの、食べられるものが少しでも多くなるよう援助している。

子どもが、食について関心を深めるための取組を行っている。

子どもの食生活や食育に関する取組について、家庭と連携している。

Ａ－１－(４)－②
　子どもがおいしく安心して食べることのできる食事を提供している。

一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を考慮した、献立・調理の工夫をしている。

子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握している。

残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調理の工夫に反映している。

季節感のある献立となるよう配慮している。

地域の食文化や行事食などを取り入れている。

調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、子どもたちの話を聞いたりする機会を設けてい
る。

衛生管理の体制を確立し、マニュアルにもとづき衛生管理が適切に行われている。

食に関する豊かな経験ができるよう、保育の計画に位置づけ取組を行っている。

　「食育年間計画」を作成し、梅シロップづくりや味噌汁づくりのほか、みんなで育てたさつま芋を収穫
し、焼き芋にして食べるなど、子どもたちが様々な経験を通して、食について関心を深められるようにして
います。異年齢で一緒に給食を食べていて、年上の子どもが年下の子どもの食事を盛り付けたり、職員や栄
養士も一緒に食べたりして、家庭的な雰囲気の中で食事ができるようにしています。月に一度の徒歩遠足の
日には、おにぎりやから揚げなどの弁当を準備して、毎月子どもたちが楽しみにしています。陶磁器を使用
して、丁寧に扱うことを自然に覚えられるようにしています。職員は、子どもの様子を見ながら、苦手な食
材も少しずつ食べられるよう、言葉かけを行って援助しています。保護者へは、給食とおやつの写真を毎日
連絡用アプリで配信しているほか、「給食だより」と「献立表」も毎月アプリで配信し、食育活動の様子な
どを伝えています。また、保育参加の時に、給食を食べてもらい、レシピを伝えるなどしています。



1 - 38

Ａ-２　子育て支援

Ａ-２-(１) 家庭との緊密な連携
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

A17 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

保育の意図や保育内容について、保護者の理解を得る機会を設けている。

連絡帳等により家庭との日常的な情報交換を行っている。

Ａ－２－(１)－①
　子どもの生活を充実させるために、家庭との連携を行っている。

様々な機会を活用して、保護者と子どもの成長を共有できるよう支援をしている。

家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必要に応じて記録している。

　職員は、保護者との日々の会話を通して、子どもの様子を共有し、保育の実践に生かしています。降園時
には、「3分間対応」を心がけており、その日の子どもの姿をエピソードを交えながら個別に伝えるように
しています。0～2歳児クラスでは、連絡用アプリで家庭での様子と園での様子を毎日伝え合い、3～5歳児
クラスでは、必要に応じて、連絡用アプリでやり取りを行っています。クラスごとの活動の様子は、写真と
コメントで連絡用アプリの機能を使い、全クラスで、毎日配信しています。保護者懇談会を年に2回実施し
ているほか、「園だより」を毎月アプリで配信して、行事や活動のねらいなどを保護者にわかりやすく伝え
ています。保育参加は、保護者の都合に応じて積極的に受け入れており、子どもと一緒に活動しながら、園
での様子を知ってもらう良い機会となっています。保護者とのやり取りの中で、記録が必要な事項がある場
合は、「個別記録」や「伝達簿」に記載して、職員間で共有しています。
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Ａ-２-(２) 保護者等の支援
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

A18 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

A19 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

　施設長はじめ職員は、日々の保護者とのコミュニケーションを大切にして、笑顔で明るく対応し、信頼関
係を築けるようにしています。保護者から、相談や意見、質問などを受けた際は、傾聴する姿勢を心がけ、
個人の判断で対応せずに、確認をしてから回答する旨を丁寧に伝えることとしています。相談を受けた職員
は、施設長、主任に報告し、対応方法や回答についてアドバイスを受けるなどして、適切に対応できるよう
にしています。ゆっくりと時間をかけて話を聞く場合は、保護者の都合に合わせて、日時を設定し、相談に
応じています。相談の内容によっては、看護師や栄養士が対応しているほか、施設長や主任が同席して複数
での対応を行っています。相談内容は、面談記録に経過などを記録して、相談後も状況を確認しながら、保
護者への支援を継続できるようにしています。職員は、保護者対応に関する外部研修に参加して、研修内容
を共有し、実践に生かせるようにしています。

　「虐待対応マニュアル」に、虐待の定義や早期発見のためのチェックリスト、発見時の対応方法などを明
記しています。園内研修では、マニュアルの読み合わせを行うとともに、発見時の初期動作を確認していま
す。登園時と保育中の着替えやおむつ替えの時に、体に傷やあざなどが無いか、確認しているほか、子ども
の言動や衣服の洗濯状況などを確認して、家庭での虐待等権利侵害の早期発見に努めています。虐待等権利
侵害の可能性がある場合には、マニュアルに基づいて、施設長、主任への報告を行い、関係職員に周知し
て、対策会議を実施することとしており、必要に応じて、写真を撮るなどして記録を作成し、経過を観察し
ています。保護者に対しては、さりげなく言葉かけを行って、家庭の様子や就業状況などを聞き、不安に
思っていることなどがあれば、丁寧に相談に応じています。鶴見区こども家庭支援課や横浜市中央児童相談
所などの関係機関とは、連携を図れるよう体制を整えています。

Ａ－２－(２)－②
　家庭での虐待等権利侵害の疑いのある子どもの早期発見・早期対応及び虐待の予防
に努めている。

虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につい
て把握に努めている。

虐待等権利侵害の可能性があると職員が感じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有し、対
応を協議する体制がある。

虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、予防的に保護者の精神面、生活面の援助をしてい
る。

職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵害
に関する理解を促すための取組を行っている。

児童相談所等の関係機関との連携を図るための取組を行っている。

虐待等権利侵害を発見した場合の対応等についてマニュアルを整備している。

マニュアルにもとづく職員研修を実施している。

Ａ－２－(２)－①
　保護者が安心して子育てができるよう支援を行っている。

日々のコミュニケーションにより、保護者との信頼関係を築くよう取組を行っている。

保護者等からの相談に応じる体制がある。

保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相談に応じられるよう取組を行っている。

保育所の特性を生かした保護者への支援を行っている。

相談内容を適切に記録している。

相談を受けた保育士等が適切に対応できるよう、助言が受けられる体制を整えている。
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Ａ-３ 保育の質の向上

Ａ-３-(１) 保育実践の振り返り(保育士等の自己評価)
園の自己
評価結果

第三者
評価結果

A20 b a

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

【第三者評価結果についてのコメント】

【非公表コメント】

保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実践の自己評価につなげている。

Ａ－３－(１)－①
　保育士等が主体的に保育実践の振り返り(自己評価)を行い、保育実践の改善や専門
性の向上に努めている。

保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通じて、主体的に自らの保育実践の振り返り(自己
評価)を行っている。

自己評価にあたっては、子どもの活動やその結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取り
組む過程に配慮している。

保育士等の自己評価を、定期的に行っている。

保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意識の向上につながっている。

保育士等の自己評価にもとづき、保育の改善や専門性の向上に取り組んでいる。

　各クラスの話し合いでは、保育実践の振り返りを行い、職員間で互いの気づきや反省点を伝え合い、子ど
も一人ひとりの成長の様子をとらえて、指導計画の評価を行っています。職員個々の自己評価は、どろんこ
会グループが作成している「コンピテンシー自己採点」の冊子を用いて、毎月、自己チェックを実施してい
るほか、職員個々が年間の目標を設定して、年度途中と年度末に目標に対する自己評価を行い、施設長との
面談で目標の到達度や課題点などを確認しています。園全体の自己評価は、年度末に実施しており、各クラ
スの保育実践の振り返りや職員個々の自己評価の結果を反映させています。自己評価の結果を踏まえて、各
クラスの話し合いやクラスリーダーで行う週案会議の持ち方を充実させており、保育実践の振り返りの内容
を次の活動に生かすことや、保育のねらいを意識して指導計画を立案することなどについて、職員間の共通
理解を深め、チーム力を高めながら、保育の質の向上を目指して取り組んでいます。



2. 利用者調査結果（公表対象）
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東寺尾どろんこ保育園

■園の理念・方針について

■入園時の状況について

■利用者を尊重する姿勢について

61

83.6% 13.1% 3.3% 0.0% 0.0% 100.0%

問7．職員は、子どもの気持ちを大切にし
ながら対応してくれていると思いますか

51 8 2 0 0

61

80.3% 13.1% 0.0% 4.9% 1.6% 100.0%

問6．あなたや子どものプライバシー（見られた
くない、聞かれたくない、知られたくないと思うこ
と）を職員は守ってくれていますか

49 8 0 3 1

はい
どちらとも
いえない

いいえ 非該当 無回答 合計

61

73.8% 14.8% 6.6% 0.0% 4.9% 100.0%

問5．園で収集した個人情報の取り扱いに
ついて、説明はありましたか

45 9 4 0 3

61

88.5% 4.9% 3.3% 0.0% 3.3% 100.0%

問4．入園時の面接などで、子どもの様子
や生育歴などを聞いてくれましたか

54 3 2 0 2

61

83.6% 13.1% 0.0% 1.6% 1.6% 100.0%

問3．入園前の見学や説明など、園からの
情報提供はありましたか

51 8 0 1 1

61

77.0% 13.1% 4.9% 3.3% 1.6% 100.0%

問2．年間の保育や行事について、説明が
ありましたか

47 8 3 2 1

はい
どちらとも
いえない

いいえ 非該当 無回答 合計

61

62.3% 26.2% 11.5% 0.0% 0.0% 100.0%

問1．園運営の基本的な考え方（理念・方
針）をご存じですか

38 16 7 0 0

　保育園に対する総合的な感想は、「満足」が36人（59.0%）、「どちらかといえば満足」が20人
（32.8%）で合計56人（91.8%）でした。

　自由意見には、「子どもに寄り添った対応をしてくれています」「先生たちが本当に信頼できる素晴ら
しい方たちばかりです」「畑や広い園庭もあってのびのびと過ごせて、子どもも楽しそうにしています」
「職員の方が丁寧で信頼がおけ、安心感を持って預けられます」「先生の年齢が幅広いため、いろいろな
視点で子どもの成長を見てくれています。日々感謝しています」「園庭遊び、どろんこ遊び、バス送迎で
の習い事など、田植え、稲刈りツアーなどもできて、とても良いです」「困っていることを相談しやすい
です」「異年齢の子どもと交流できて、刺激になります」「自然とたくさん触れ合えて、子どもの成長に
非常に良いです」など、園への信頼と感謝を寄せる声が多く見られました。

　項目別に見ますと、「問4．入園時の面接などで、子どもの様子や生育歴などを聞いてくれましたか」
「問9．戸外遊びや行事などにより、子どもが自然や地域と関わる機会は十分確保されていますか」で
88.5%、「問10．昼寝や休息は、子どもの状況に応じた対応がされていますか」他１項目で86.9%の保
護者が「はい」と回答し、満足度が高い様子が読み取れます。

結果の詳細

はい
どちらとも
いえない

いいえ 非該当 無回答 合計

　福祉サービス第三者評価 利用者調査結果

結果の特徴

123 回収率：有効回答数： 61 49.6%

実施方法・・・園を通して案内を保護者へ配付、各保護者がWebアンケートシステムにて回答
回収方法・・・Webアンケートシステムにて匿名にて回収

調査対象世帯数：

実施期間：2023年 10月 16日  ～  2023年 11月 6日



 

2 - 2

■日ごろの保育内容について

■園の快適さ・安全対策について

■園と保護者との連携・交流について

61

83.6% 8.2% 0.0% 1.6% 6.6% 100.0%

問22．開所時間内であれば、急な残業や
不定期な業務に対して柔軟に対応してくれ
ていますか

51 5 0 1 4

61

70.5% 19.7% 9.8% 0.0% 0.0% 100.0%

問21．子どもに関する悩みや不安などに
ついて、気軽に相談しやすいですか

43 12 6 0 0

61

63.9% 23.0% 11.5% 0.0% 1.6% 100.0%

問20．送り迎えの際、子どもの様子に関す
る情報のやり取りは十分ですか

39 14 7 0 1

61

86.9% 9.8% 1.6% 0.0% 1.6% 100.0%

問19．保護者懇談会や個別面談などによ
る話し合いの機会はありますか

53 6 1 0 1

はい
どちらとも
いえない

いいえ 非該当 無回答 合計

61

82.0% 13.1% 1.6% 0.0% 3.3% 100.0%

問18．園には、災害発生時などを想定した
緊急時の連絡体制はありますか

50 8 1 0 2

61

85.2% 9.8% 4.9% 0.0% 0.0% 100.0%

問17．感染症の発生状況や注意事項など
の情報を伝えてくれていますか

52 6 3 0 0

61

63.9% 31.1% 4.9% 0.0% 0.0% 100.0%

問16．安全対策が十分とられていると思い
ますか（事故防止、不審者対応、緊急時の
対応など）

39 19 3 0 0

61

83.6% 11.5% 4.9% 0.0% 0.0% 100.0%

問15．保育中の発熱やけがなど、子どもの体
調変化への対応（処置・連絡など）は、十分さ
れていると思いますか

51 7 3 0 0

61

78.7% 18.0% 3.3% 0.0% 0.0% 100.0%

問14．園内は清潔で整理、整頓され、子ど
もが心地よく過ごすことのできる空間に
なっていますか

48 11 2 0 0

はい
どちらとも
いえない

いいえ 非該当 無回答 合計

61

82.0% 13.1% 4.9% 0.0% 0.0% 100.0%

問13．提供される食事・おやつは、子ども
の状況に配慮し、工夫されたものになって
いますか

50 8 3 0 0

61

85.2% 13.1% 1.6% 0.0% 0.0% 100.0%

問12．献立表やサンプル表示などで、毎日
の給食の内容が分かるようになっていま
すか

52 8 1 0 0

61

78.7% 9.8% 4.9% 3.3% 3.3% 100.0%

問11．基本的生活習慣（衣服の着脱・排泄な
ど）の自立に向けて、園は家庭と協力しながら
子どもの成長に合わせて取り組んでいますか

48 6 3 2 2

61

86.9% 6.6% 1.6% 0.0% 4.9% 100.0%

問10．昼寝や休息は、子どもの状況に応じ
た対応がされていますか

53 4 1 0 3

61

88.5% 8.2% 3.3% 0.0% 0.0% 100.0%

問9．戸外遊びや行事などにより、子ども
が自然や地域と関わる機会は十分確保さ
れていますか

54 5 2 0 0

61

82.0% 11.5% 6.6% 0.0% 0.0% 100.0%

問8．子どもの発達に合わせた豊かな感性
を育む活動・遊びが行われていると思いま
すか

50 7 4 0 0

はい
どちらとも
いえない

いいえ 非該当 無回答 合計



 

2 - 3

■不満・要望への対応

■総合的な満足度

満足
どちらかと
いえば満足

どちらかと
いえば不満

不満 無回答 合計

61

44.3% 31.1% 21.3% 1.6% 1.6% 100.0%

61

59.0% 32.8% 3.3% 3.3% 1.6% 100.0%

園を総合的に評価すると、どの程度満足し
ていますか

36 20 2 2 1

問25．要望や不満があったときに、職員以外の
人（役所や第三者委員など）にも相談できるこ
とを、園はわかりやすく伝えてくれていますか

27 19 13 1 1

61

62.3% 23.0% 8.2% 3.3% 3.3% 100.0%

問24．園は、保護者の要望や不満などに、
きちんと対応してくれていますか

38 14 5 2 2

61

57.4% 32.8% 9.8% 0.0% 0.0% 100.0%

問23．園長や職員に対して日ごろ不満に
思ったことや要望は伝えやすいですか

35 20 6 0 0

はい
どちらとも
いえない

いいえ 非該当 無回答 合計


